
年度計画とその進捗状況について 

 機構は、独立行政法人国立高等専門学校機構法（以下「機構法」という。）別表に掲げる各国
立高等専門学校を設置すること等により、職業に必要な実践的かつ専門的な知識及び技術を
有する創造的な人材を育成するとともに、我が国の高等教育の水準の向上と均衡ある発展を
図ることを目的とする（機構法第３条）。 

 これまでも、国立高等専門学校は、ものづくりなど専門的な技術に興味や関心を持つ学生に
対し、中学校卒業後の早い段階から、高度な専門知識を持つ教員によって、座学だけでなく実
験・実習・実技等の体験的な学習を重視したきめ細やかな教育指導を行うことにより、製造業を
始めとする産業界に創造力ある実践的技術者を継続的に送り出し、我が国のものづくり基盤の
確立に大きな役割を担ってきた。特に、専攻科においては、特定の専門領域におけるより高度
な知識・素養を身につけた実践的技術者の育成を行ってきている。また、卒業生の約４割が高
等専門学校の教育で培われたものづくりの知識や技術を基礎にして、より高度な知識と技術を
修得するために進学している。 

 さらに、これまで蓄積してきた知的資産や技術的成果をもとに、生産現場における技術相談
や共同研究など地域や産業界との連携への期待も高まっている。 
 このように国立高等専門学校にさまざまな役割が期待される中、15歳人口の急速な減少とい

う状況の下で優れた入学者を確保するためには、５年一貫のゆとりある教育環境や寮生活を
含めた豊かな人間関係の構築などに加え、専門的かつ実践的な知識と世界水準の技術を有し、
自律的、協働的、創造的な姿勢でグローバルな視野を持って社会の諸課題に立ち向かう、科
学的思考を身につけた実践的・創造的技術者を養成することにより、高等学校や大学とは異な
る高等専門学校の本来の魅力を一層高めていかなければならない。 

 また、産業構造の変化、技術の高度化、少子化の進行、社会・産業・地域ニーズの変化等、
社会状況の変化や「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（平成23
年１月31日中央教育審議会答申）において、地域及び我が国全体のニーズを踏まえた新分野

への展開等のための教育組織の充実等が求められていることを踏まえ、法人本部がその機能
を発揮し、イニシアティブを取る必要がある。 

 こうした認識のもと、各国立高等専門学校が自主的・自律的な改革により多様に発展すること
を促しつつ、一方で法人本部が更にイニシアティブを発揮し、ガバナンスの強化を図ることによ
り、大学とは異なる高等教育機関としての国立高等専門学校固有の機能を充実強化するため、
機構の中期目標を以下のとおりとする。 

平成２７年1月１３日 

舞鶴工業高等専門学校 
外部評価委員会資料 

2015/1/13                外部評価委員会 

資料１－１ 



独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第29条の規定により、独立行政法

人国立高等専門学校機構（以下「機構」という。）が達成すべき業務運営に関する
目標（以下「中期目標」という。）を定める。 

機構は、‥ 
                  ‥‥‥    省略   ‥‥‥ 
 

‥‥‥ 専門的かつ実践的な知識と世界水準の技術を有し、自律的、協働的、創造的な
姿勢でグローバルな視野を持って社会の諸課題に立ち向かう、科学的思考を身につけた
実践的・創造的技術者を養成することにより、高等学校や大学とは異なる高等専門学校の
本来の魅力を一層高めていかなければならない。 

 また、産業構造の変化、技術の高度化、少子化の進行、社会・産業・地域ニーズの変化
等、社会状況の変化や    ‥‥‥    省略   ‥‥‥ 

、地域及び我が国全体のニーズを踏まえた新分野への展開等のための教育組織の充実
等が求められていることを踏まえ、法人本部がその機能を発揮し、イニシアティブを取る必
要がある。 

 こうした認識のもと、各国立高等専門学校が自主的・自律的な改革により多様に発展す
ることを促しつつ、一方で法人本部が更にイニシアティブを発揮し、ガバナンスの強化を図
ることにより、大学とは異なる高等教育機関としての国立高等専門学校固有の機能を充
実強化するため、機構の中期目標を以下のとおりとする。 

 機構は、独立行政法人国立高等専門学校機構法（以下「機構法」という。）別表に掲げる各国
立高等専門学校を設置すること等により、職業に必要な実践的かつ専門的な知識及び技術を
有する創造的な人材を育成するとともに、我が国の高等教育の水準の向上と均衡ある発展を
図ることを目的とする（機構法第３条）。 

 これまでも、国立高等専門学校は、ものづくりなど専門的な技術に興味や関心を持つ学生に
対し、中学校卒業後の早い段階から、高度な専門知識を持つ教員によって、座学だけでなく実
験・実習・実技等の体験的な学習を重視したきめ細やかな教育指導を行うことにより、製造業を
始めとする産業界に創造力ある実践的技術者を継続的に送り出し、我が国のものづくり基盤の
確立に大きな役割を担ってきた。特に、専攻科においては、特定の専門領域におけるより高度
な知識・素養を身につけた実践的技術者の育成を行ってきている。また、卒業生の約４割が高
等専門学校の教育で培われたものづくりの知識や技術を基礎にして、より高度な知識と技術を
修得するために進学している。 

 さらに、これまで蓄積してきた知的資産や技術的成果をもとに、生産現場における技術相談
や共同研究など地域や産業界との連携への期待も高まっている。 
 このように国立高等専門学校にさまざまな役割が期待される中、15歳人口の急速な減少とい

う状況の下で優れた入学者を確保するためには、５年一貫のゆとりある教育環境や寮生活を
含めた豊かな人間関係の構築などに加え、専門的かつ実践的な知識と世界水準の技術を有し、
自律的、協働的、創造的な姿勢でグローバルな視野を持って社会の諸課題に立ち向かう、科
学的思考を身につけた実践的・創造的技術者を養成することにより、高等学校や大学とは異な
る高等専門学校の本来の魅力を一層高めていかなければならない。 

 また、産業構造の変化、技術の高度化、少子化の進行、社会・産業・地域ニーズの変化等、
社会状況の変化や「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（平成23
年１月31日中央教育審議会答申）において、地域及び我が国全体のニーズを踏まえた新分野

への展開等のための教育組織の充実等が求められていることを踏まえ、法人本部がその機能
を発揮し、イニシアティブを取る必要がある。 

 こうした認識のもと、各国立高等専門学校が自主的・自律的な改革により多様に発展すること
を促しつつ、一方で法人本部が更にイニシアティブを発揮し、ガバナンスの強化を図ることによ
り、大学とは異なる高等教育機関としての国立高等専門学校固有の機能を充実強化するため、
機構の中期目標を以下のとおりとする。 

中期目標の設定 
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第Ⅲ期中期目標 

１ 教育に関する目標 

（１）入学者の確保 

（２）教育課程の編成等 

（３）優れた教員の確保 

（４）教育の質の向上および改善 
       のためのシステム 

（５）学生支援 

２．研究や社会連携 
      に関する目標 

３．国際交流に関する目標 

中期目標の期間と内容 
 
 

 
第Ⅰ期中期目標：平成16年４月１日～平成21年３月31日（５年間） 
 
第Ⅱ期中期目標：平成21年４月１日～平成26年３月31日（５年間） 
 
第Ⅲ期中期目標期間は、平成26年４月１日から平成31年３月31日までの５年間とする。 

国立高専 → 独立行政法人 

４．管理運営に関する事項 

‥
 

Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を 
達成するために取るべき措置 ‥
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平成26年度計画の策定（企画室：4月） 
 
 

各部門・学科，委員会等への周知（5月初旬） 
 
 

年度計画の最終取りまとめ（5月中旬） 
 
 

各部門・学科，委員会等が計画を実施する（５月中旬～年度末） 
 
 

中間フォローアップ（11月：配布資料） 
 
 

                                      年度末の成果の取りまとめ 
                                     （H26年度終了：機構へ報告） 

平成27年度計画 

中期目標の設定と実行 

Plan 

Do 

Check Action 
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（１）入学者の確保
① 中学校長や中学校PTAなど地域内の教育組織への広報
活動を行うとともに、メディア等を通じた積極的な広報
を行う。

（１）入学者の確保
① 広域な校区に適した受験生確保のための入試広報、特に
ホームページを利用した情報発信、学校案内の電子化などに取
り組む。京都府全体をカバーするＦＭ放送による広報も引き続き
行う。
特に、延べ２００校以上の中学校を本校教職員が実際に訪問し、
本校への受験を案内する。
新しく高専祭に中学生を招く「高専祭キャンパスウォーキング」を
実施する。

ホームページでは、入試案内のページを設け、募集要項、入試
説明会の案内、入試過去問等を掲載し情報発信を行っている。
オープンキャンパス実施前に、ＦＭ放送による広報活動を行っ
た。
中学校訪問では、京都府、滋賀県、兵庫県、福井県などの１０４
校を訪問し、重点校９０校は２度にわたり訪問している。
１１月１日に「高専祭キャンパスウォーク２０１４」を新しく実施し
た。１７組の参加者があり、中学生や保護者に本校の高専祭を
実際に見ていただき、本校の教育についての理解と関心を深め
ていただいた。

② 中学生が国立舞鶴工業高等専門学校の学習内容を体験
できるような入学説明会、体験入学、オープンキャンパ
ス等をさらに充実させ、特に女子学生の志願者確保に向
けた取組を推進する。

②女子中学生向けパンフレットを引き続き作成し、パンフレットの
利活用状況調査を実施する。
また、女子中学生対象の一日高専体験会を引き続き実施する。

高専女子百科Ｊｒ.を作成し、オープンキャンパス等で女子中学生
対象に配付した。
１２月７日に女子中学生一日高専体験会の実施を予定している。
１１月２１日現在２２組の申込がある。

③ 中学生やその保護者を対象とする広報資料を作成す
る。

③高専機構本部及び本校で作成するパンフレットを入試広報活
動に活用する。

オープンキャンパス、入試説明会のパンフレットを作成し、近県の
中学校に送付した。
学校案内、学校概要を作成し、オープンキャンパス・入試説明会
等で配付した。また、「キラキラ高専ガールになろう」「高専女子百
科Ｊｒ.」を参加女子学生に配付した。

④ ものづくりに関心と適性を有する者など国立高等専門
学校の教育にふさわしい人材を的確に選抜できるように
適切な入試を実施する。

④アドミッションポリシーにふさわしい人材を適確に選抜できるよ
うな方式によって入試を適切に実施する。

入試広報の段階から、学校概要、入試説明を行う際には、アド
ミッションポリシーに関する説明を必ず実施し、入試時において
は、面接にてアドミッションポリシーにふさわしい人物かどうかの
見極めを行っている。

⑤ 入学者の学力水準の維持に努めるとともに、女子学生
等の受入れを推進し、入学志願者の質を維持する。

⑤「入学者の学力把握状況調査」結果を入試委員会で検討す
る。
また、「入学志願状況調査」を実施し、男女別の入学志願状況を
入試委員会で検討する。
さらに、女子学生の修学環境の改善のため、女子寮、女子トイ
レ、女子更衣室等の整備を推進する。

オープンキャンパス実施後、過去４年分の参加者数における志
願者数相関表を作成し、入試委員会で分析を行った。志願者確
保のための取組については、入試広報ワーキンググループを新
たに設置し、戦略的、効果的に取り組んでいくよう計画している。
女子寮生の修学及び生活環境向上のため、物干し台・物干し竿
の設置、ウォーム便座の設置を予定している。
女子学生の要望に基づき、本館棟のトイレ修理、テクノセンター
の男子トイレの扉設置、第１体育館女子更衣室のシャワー改修
を行った。

平成２６年度 年度計画
フォローアップ(舞鶴高専)

平成２６年度 年度計画(舞鶴高専)中期計画（舞鶴高専）

平成２６年度計画（舞鶴高専） １ 教育に関する目標 （１）入学者の確保 
  

60名強 

どれだけ実行できたか？ 

◎ 

〇 

〇 

◎ 

〇 

説明：１３頁 



男女共同参画の推進について 

女子学生交流会（事例１） 

日時：6月26日（木） 
対象：本校の女子学生 

目的：この交流会は、男女共同参画社会の推進を目指し、女子学生の過ごし
やすい学校を実現するために女子学生支援の情報提供を行うこと、および学
校環境改善についての意見を挙げることを目的として、H25より実施している。 
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当日は本科・専攻科の女子学生68名が参加し、学校の設備や行事の改善
について活発な話し合いが行われた。 

女子学生達の意見を今後の学校の改善（女子学生がより快適に学べる修
学環境）に取り入れている。取り組み事例を以下に示す。 
 
 ・B棟２階の女子トイレの改修（H26.8月） 
 

 ・体育館の女子更衣室の改修（H26.8月，ガス湯沸かし器を交換してシャ  
  ワーを使用可能にした。） 
 

 ・高学年棟男子トイレのドアを改修 など。 

女子学生達の意見の収集 



男女共同参画の推進について 

高専女子フォーラムin関西（関西の５高専）（事例２） 

日時： 12月23日（火） 
場所：神戸市産業振興センター 
対象：企業関係者や中学生・保護者 
目的：近畿地区高等専門学校における学生支援活動の一つとして，女子学生   
    のキャリア教育の場とするとともに，高専女子学生による研究紹介，学 
    生生活紹介，高専教育紹介を通じて，高専女子学生の実力を企業関 
    係者や中学生・保護者に向け発信する場とするものである。 



男女共同参画の推進について 

題目： 「どぼじょ・建築ガールの歩みin舞鶴」 
 
発表者： ４Ｃ(都市環境)内藤千尋さん、 
       ４Ｃ(建築コース)福徳真奈美さん 

題目： 「地域の課題解決の実現を 
     目指したグループワーク型授業」 

発表者：４Ｅ岸本奈々さん、 
      ４Ｅ早水さゆりさん 
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男女共同参画の推進について 

 
題目： 「舞鶴高専鶴友寮女子寮生の学校生活」  
 
発表者：５Ｅ平田栄さん(女子寮長)、 
     ３Ｓ稲垣百那さん 
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企業の発表 
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男女共同参画の推進について 

11/25 

日時： 12月7日（日） 
対象：女子中学生と保護者（ 60名余） 
目的：女子中学生が学科毎に開催する実験・実習に参加し、舞鶴高専の教育内容 
    を知ってもらう。 女子中学生と現役女子学生（本校のOG）との交流をはかる。 

女子中学生一日高専体験会（事例３） 

本校女子卒業生（OG）の話 

現役女子学生やOGとの懇談 

現役女子学生 
による各学科 
の説明 

学科毎の実験・実習 



現状の進捗状況と今後の課題 
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・平成２６年度舞鶴高専年度計画に対して、平成２７年1月１３日
時点において、９割以上がフォローアップできている． 

・特に地域貢献（ＣＯＣ事業）や、教育課程の再編（専攻科）に力
を入れている．本校の特色でもある①キャリア教育および②海
外交流（4年生全員の海外研修旅行、海外大学インターン）など，
大きな規模で継続的に実施されている。 

・一方、女性教員の採用数（計画）や高専・技科大間教員交流制
度、在外研究員や内地研究員制度の計画が実行できなかった。
これは、人事面の実際の難しさと教員の繁忙さが原因にある。 



外部評価委員会 

舞鶴高専 副校長 

平地克也 

Topic 1 

大学COC事業の取り組みについて 

1 

資料２ 



大学COC事業とは 

地（知）の拠点整備事業（大学COC事業） 

COC：Center Of Community 

文部科学省の事業 

→ 地域を志向した教育・研究・社会貢献を進める 

  大学等を５年間にわたり支援する事業 

   

申請：319件（うち高専から13件）         H25年度 

採択：  52件（うち高専から 2件：広島商船高専・舞鶴高専） 

申請：237件（うち高専から19件）         H26年度 

採択：  25件（うち高専から 1件：八戸高専） 
2 



共同申請大学と連携自治体 

＜京都工芸繊維大学と舞鶴高専＞ 

  包括協定締結（H19年） 

  目的：教育・研究・地域貢献 

      の推進 

工芸繊維大 

舞鶴高専 

連携自治体 

COCに共同申請 

採択 3 



地域の特徴 

丹後ちりめん 

舞鶴の港湾、造船 

宮津周辺の 

原子力発電所 

機械金属工業 

舞鶴高専が対象とする地域 

には、様々な歴史的背景と 

産業・文化がある。 

福知山、綾部の 

工業団地 

京丹後市 
観光資源 

4 
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産官学連携体制の強化 

＜舞鶴市と連携協定を締結＞ ＜丹後機械共同組合と 

       連携協定を締結＞ 

自治体、産業団体と連携協定を締結 

5 



産官学連携体制の強化 

舞鶴高専地域テクノアカデミアを設置 

地域産業界との連携を強化し、教育・研究を振興する組織。 

2014年3月設立。 

会長：日進製作所錦織会長、副会長：日東精工材木社長 

会員企業：２１社 

設立総会 舞鶴高専見学会 第２回総会 6 



地域を志向した教育の取り組み 

Ｈ26年度地域関連授業（１８件） 

共通 工学基礎 
人文 地域学Ⅰ・Ⅱ 

機械 
入門機械実習Ⅰ・Ⅱ 情報処理Ⅱ  
創造設計製作 機械工学実験Ⅰ・Ⅱ 

電気情報 創造工学 卒業研究（３教員） 
電子制御 卒業研究（３教員） 

建設システム 
建設システム工学概論Ⅰ・Ⅱ  
卒業研究(１教員) 

専攻科 

エネルギー環境学  メンテナンス工学  
建築耐震工学 
まちづくり学  エンジニアリング・デザイン演習  
特別実験（２教員） 7 



地域を志向した教育の取り組み 

◎エンジニアリングデザイン演習 

  地域の企業技術者から製品開発を学ぶ。 
 

◎まちづくり学 

 舞鶴市の地域を特定し、 

 まちづくり提案を行う。 
 

◎創造工学 

 舞鶴市観光商業課と連携してシステム開発。 

8 



地域貢献の取り組み 

◎小中学校への出前授業 

 電子工作やプログラミングなど 

 多数のテーマあり。 

 

◎地域防災教育 

 放射線の測定、検出の出前授業 

 

◎商店街サテライトラボ 

 空き店舗を使い、地域貢献の 

 拠点に。 9 



地域貢献の取り組み 

◎ナノテク公開講座 

 ナノテク設備の見学、体験 

  

◎舞鶴支援学校との協力 

 車椅子や養護用備品の改良 

   2014年度実績（12月まで） 

公開講座：３３回   出前授業：２４回 
10 



地域を志向した研究の取り組み 

地域の企業との共同研究 

ニチコン亀岡：電気自動車・ハイブリッド車用電力変換装置 

日立造船舞鶴事業所：マイクログリッド 

丹後機械共同組合：テスラタービン 

日東精工：ネジとネジ用金型の開発 

など。 

11 



地域を志向した研究の取り組み 

2014年1月 

社会基盤のメンテナンスに関する研究・教育の拠点として開設。 

橋梁部材などの劣化サンプルの収集と研究・教育への活用。 

12 



地域志向教育を目指した 
専攻科再編について 

平成２７年１月１３日 

 

舞鶴工業高等専門学校 

外部評価委員会資料 

1 2015/1/13 外部評価委員会 

資料３ 



目次 

１．専攻科の現状と問題点 

２．地域志向に根ざした専攻科再編 

３．専攻科修了者像および各専門コースの目的 

４．今後の課題 

2015/1/13 外部評価委員会 2 



舞鶴高専・専攻科の現在の教育システム 

２年 

１年 

４年 

３年 

５年 

電気・制御システム
工学専攻 

入学定員８名 
（ＥＳ専攻） 

建設・生産システム
工学専攻 

入学定員８名 
（ＣＭ専攻） 

 

専攻科課程 
 
 

入学定員１６名 
 
 

 
 
 
 

準学士課程 
 
 
 
 
 

１年 

２年 

電
気
情
報
工
学
科 

電
子
制
御
工
学
科 

機
械
工
学
科 

建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

2015/1/13 外部評価委員会 3 

１．専攻科の現状と問題点 



１．専攻科の現状と問題点 

• 建設システム工学科のコース制により、CM専攻
の学位の区分が「機械工学」「土木工学」「建築
学」の三つになった。 

• 機械工学と建設工学の融合は求められていな
い。 

• 会社等からの求人は、機械系と建設系に分かれ
ている。 

• 進路指導も、機械系学生と建設系学生に分けて
行っている。 

2015/1/13 外部評価委員会 4 



2015/1/13 外部評価委員会 5 

機械系と建設系の求人会社数の推移 

１．専攻科の現状と問題点 



アンケート結果：機械系人材に求められる能力 
2015/1/13 外部評価委員会 6 

２．地域志向に根ざした専攻科再編 



アンケート結果：電気電子系人材に求められる能力 
2015/1/13 外部評価委員会 7 

２．地域志向に根ざした専攻科再編 



アンケート結果：建設系人材に求められる能力 
2015/1/13 外部評価委員会 8 

２．地域志向に根ざした専攻科再編 



2015/1/13 外部評価委員会 9 

業種別にみた場合の求人会社数 

２．地域志向に根ざした専攻科再編 
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エ
レ
ク
ト
ロ
二
ク
ス 

情
報
工
学 

通
信
工
学 

電
子
機
器
シ
ス
テ
ム 

知
能
ロ
ボ
ッ
ト 

機
械
工
学 

機
械
設
計 

機
械
材
料 

建
築
学 

土
木
工
学 

電気電子システム
工学コース 

専攻科・総合システム工学専攻 

 知の統合・エンジニアリングデザイン 
  ・地域貢献（ＣＯＣ事業） 

 知の追究・専門応用工学 

 創造性・独創性教育 

 各学科の専門教育 

 ４学科の専門共通教育 

 各学科の専門基礎教育 

 混合学級による工学基礎教育 

情
報
・制
御
工
学 

機械制御システム
工学コース 

建設工学 
コース 

電気情報工学科 電子制御工学科 機械工学科 建設システム工学科  

２．地域志向に根ざした専攻科再編 



大 学 
 

高 校 
 

低学年 
基礎教育 

ＪＡＢＥＥ
認定・教育
プログラム 
(学士教育) 
 

 

11 

総合システム工学 
 教育プログラム 

2015/1/13 外部評価委員会 

  M. N. C. T. 

技術士補 
（国家資格） 

２．地域志向に根ざした専攻科再編 

特例適用の認定によ
る円滑な学士の取得 



３．専攻科修了者像 

2015/1/13 外部評価委員会 12 

（１）実践的な技術者として、幅広い工学の基礎と深い専門領域
の学識を修得し、これらをエンジニアリングの実務と技術革新
に活用できる。 

（２）技術開発力のある技術者として、課題の発見とその解決に
取り組む探究能力、粘り強いチャレンジ精神と創造力を身につ
ける。 

（３）２１世紀の地球人として、多面的な視点から社会の様々な
問題に関心をもち、そのあり方を問うことのできる素養と国際感
覚を身につける。 

（４）職業人として、人間性豊かな調和のとれた思考力と、それ
に基づく実行力を備え、自ら考え行動できる。 



３．専門コースの目的 

2015/1/13 外部評価委員会 13 

○電気電子システム工学コースの目的 
 

本校の電気情報工学科または電子制御工学科で修得した、
もしくはこれらと同等の基礎学力と専門知識に基づき、電気・
電子工学、情報・通信工学、制御工学等に係わる、より高度
で実践的な最新の技術教育を行い、電気電子物性および電
力・制御・情報通信システム等の分野で活躍し、地域の発展
のために地域社会に貢献できる独創性豊かな研究開発型の
技術者の育成を目指す。 

 



３．専門コースの目的 

2015/1/13 外部評価委員会 14 

 
○機械制御システム工学コースの目的 

 

本校の機械工学科または電子制御工学科で修得した、もしく
はこれらと同等の基礎学力と専門知識に基づき、先端材料、
流体工学、熱工学、制御技術およびメカトロニクス等に係わ
る、より高度で実践的な最新の技術教育を行い、機械システ
ム、制御システム等の分野で活躍し、地域の発展のために
地域社会に貢献できる独創性豊かな研究開発型の技術者
の育成を目指す。 

 



３．専門コースの目的 

2015/1/13 外部評価委員会 15 

○建設工学コースの目的 
 

本校の建設システム工学科で修得した、もしくはこれらと同
等の基礎学力と専門知識に基づき、構造・耐震、建設材料、
地盤、水圏環境、防災、まちづくり、建築設計、建築環境、建
設計画等に係わる、より高度で実践的な最新の技術教育を
行い、環境やエネルギーに配慮した自然災害に強い安全な
社会基盤および建築物の設計・施工・維持管理等の分野で
活躍し、地域の発展のために地域社会に貢献できる独創性
豊かな研究開発型の土木・建築技術者の育成を目指す。 

 



４．今後の課題 

2015/1/13 外部評価委員会 16 

１．専攻科一体とした地域貢献・地域志向教育の 
  推進（COC事業の充実と推進） 
２．イノベーションを起こすことのできる創造能力の 
  育成（エンジニアリング・デザイン能力の育成） 
３．グローバル人材の育成（国際的コミュニケー 
  ション能力） 
４．新体制における特例適用およびJABEE認定 
  （研究力、自己点検・改善力） 


